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（東京大学大学院農学生命科学研究科
獣医学専攻実験動物学研究室准教授）
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モデル動物を使った農産物由来成分の効能の評価
～海藻のβグルカンのヒミツ～

���(��0�(��1 ���)����	)��

私たち人間の疾患について、遺伝子レベルで仕組みを解明するため
の研究にもっとも広く利用されている実験動物、マウス（ハツカネズ
ミ）。角田茂さんは、最新の遺伝子操作技術によってがんなどの疾患
モデルとなる遺伝子改変マウスの作出を行い、それを用いて農産物な
どの成分の‘‘in vivo” 機能評価（＝生体を用いた効能試験）を行なっ
ています。

今回のサイエンスカフェではそうした研
究の一端を紹介していただきながら、特に
海藻の有効成分”βグルカン”のヒミツに迫
ります。

どうぞお気軽にご参加ください。
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このチラシの一番下にあるURLからホームページをご覧になり、第3５回サイエンスカフェの
お知らせページにある「お申し込みはこちら」からお申し込みください。
締め切りは 2018年８月20日(月)です。開催の2~5日前に詳しいご案内メールをお送りします
ので、メールアドレスは正確にご入力ください。センターよりお知らせメールを正しくお送り
いたしましても、お申し込みされた方のメールの設定により届かない場合があるようです。ド
メイン名「frc.a.u-tokyo.ac.jp」からのメールを受信できるよう、あらかじめ設定のご確認を
お願いいたします。
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ご不明な点は、メール等でお問い合わせください。

食の安全研究センター
ホームページ
QRコード


